
令和４年度 神戸市政策会議 概要 

 

開催日時 
令和４年８月 30日（火）16時 30分～17時 00分 

令和４年 12月 26日（月）16時 00分～16時 15分 

出 席 者 

市長、副市長、市長室長、企画調整局長、企画調整局副局長、企画

調整局政策課長、行財政局長、行財政局財務課長、文化スポーツ局

長、経済観光局長、経済観光局担当部長、建設局長、建設局担当部

長 

議 題 神戸登山プロジェクト 

提案概要 

・安心安全な登山のため、登山道の整備・メンテナンスや、統一し

たデザインによる案内板の設置等を進める。また、市民・企業の

参加機会の創出、ICT技術の活用を図る。 

・自然景観の維持のため、老朽危険家屋等の撤去にも取り組む。 

・神戸登山の新たな玄関口として、JR新神戸駅舎内に登山拠点を設

置する。また、登山道沿いの休憩スポットの設置や、登山客が入

店可能な「神戸登山サポート店」を展開し、山歩きを楽しむ環境

を整え、まち全体でのおもてなし機運の醸成にも取り組む。 

・北区山田町のつくはら湖において、自然体験型アクティビティの

モデルツアーを実施し、湖面利活用の検討を進める。 

・市民が身近に自然を満喫できるハイキングコースである「太陽と

緑の道」を総点検し、必要な整備を進める。 

会議結果 

(主な意見 

等を含む) 

全体の方向性については了。 

 

SDGsの考え方の広まりや、ポストコロナを背景に自然ツーリズム

の価値が増している機運をとらえ、神戸の財産ともいえる「登山環

境」を向上させ、登山を楽しむ市民や来街者の増加を目指す取り組

みとして、「神戸登山プロジェクト」を立ち上げることについて、局

の提案をもとに議論した。 

・登山を支援する拠点は、空き家・空きビルの活用や民間企業に協

力を求めるなどして、整備を進めていきたい。また、統一した名

称も検討したい。 

・「神戸登山サポート店」制度は、協力店舗にも一定のメリットがあ

る運用を検討し、協力支援に要する経費は必要最小限に留める。 

・「太陽と緑の道」は、整備後のコース状態を維持できるよう、長期

的なメンテナンス方法もセットで検討する。 

 


